
 

 

 

 

 

Windows XP およびOFFICE2003サポート終了に伴う注意点 
 

CI-Software をお使いのお客様へ 

マイクロソフト社がWindowsXPおよび OFFICE2003のサポートを 2014年 4月 9日で終了します。 

CI-SoftwareはWindowsXPまでのサポートとなりますので、後継のアプリケーション(MD Sheet)に 

バージョンアップする場合は、下記の点にご注意ください。 

 

バージョンアップについて CI-Software(名刺データシート)→MD Sheet 

CI-Softwareをご使用のお客様には特別価格でMD Sheetへのバージョンアップが可能です。 

CI-Software(名刺データシート)で作成したデータをMD Sheetで読み込む場合は、下記の点に

ご注意ください。 

①データの読み込み 

名刺データシートで作成したデータをMD Sheetで読み込む場合は、名刺データシートで保守情報 

ファイル(.mbk)を作成してください(シートごとに保守情報ファイルが作成されます)。 

②シートの管理 

名刺データシートでは、1つのファイルで複数のシートを管理できますが、MD Sheetでは 1シート 

1ファイルとなります。 

 

プリンタドライバについて 

最新のドライバで Vista以降の 32bit/64bit版の OSに対応しております。 

最新のドライバは弊社ホームページ www.mp-net.jpにてダウンロードできます。 

また、CD-ROM(有償)での販売もしております。 

 

CI-Publisher (CI レイアウト)について 

共通 

64bit版の OSおよび EXCELでは動作しません。また、下記の点にご注意ください。 

マクロの設定について 

マクロは有効で起動してください。 

開発者向けのマクロ設定 

□VBAプロジェクトオブジェクトモデルのアクセス信頼する をチェックしてください。 

 

保存形式について 

Excel 97-2003ブック の形式で保存してください。この形式以外で保存するとマクロが動作しません。 

また、[互換モード]で変換するとマクロが動作しなくなります。 


